































































































































































































不明7名），平均年齢は16.27歳（15 ～ 19歳，SD = 0.97）で，男女の平均
年齢に統計的に有意な差はなかった。学年は1年生364名，2年生320，3
年生333，また，「4年生」と回答した者が10名と無回答が14名であった。





















いて5つの選択肢（1.四年制以上の大学，2. 短大，3. 専門学校，4. 就職，5. 
わからない）から回答を求めた。また，希望と予測の進路が違う場合の理
由について，過去の自由記述の結果に基づいて作成した6つの選択肢（1. 






















































































望と予測においてともに有意であり（希望：χ 2（4） = 45.21, p < .01，予
測：χ 2（4） = 27.91, p < .01），残差分析の結果，どちらも女子で「進学」
が多く「就職」が少なく，男子ではその逆であった。また，学年について
も同様に両回答とも有意であり（希望：χ 2（12） = 41.22, p < .01，予測：

















































職群”が少なく，男子ではこれと逆の傾向があった（χ 2（3） = 26.77, p < 
.01）。また，学年別には，3年生で“一貫就職群”が多く“進学あきらめ群”
Table 2 進路の希望と予測の一致・不一致（進路群）の度数と割合




































いてすべて有意であり（物理的不安：F （3, 939） = 85.28, p < .01，η 2 =.215，
非積極性：F （3, 966） = 36.27, p < .01，η2 =.102，サポート：F （3, 960） = 6.11, 











































































































































































































（3, 904） = 15.58, p < .01，η 2  =.097），下位尺度の主効果（F （2, 1808） = 
99.68, p < .01，η 2 =.050），および，両者の交互作用（F （6, 1808） = 9.66, 
p < .01，η 2 =.028）はすべて有意であった。交互作用が有意であったこ
とから，3つの下位尺度における4群の単純主効果を検討したところ，す
べての下位尺度において群の単純主効果は有意であり（未来への積極性：
F （3, 904） = 26.38, p < .01，自己受容：F （3, 904） = 10.73, p < .01，他者

















なお，PFI尺度全体の平均値は“一貫進学群”で4.32 （SD = 0.87），“一貫
就職群”で 4.11（SD = 0.87） ，“進学あきらめ群”で3.90 （SD = 0.77），“未
決定群”で 3.74 （SD = 1.05）と順に低くなり，群の主効果は有意であった






“回避”（F （3, 952） = 7.03, p < .01，η2 =.022）およびER89（F （3, 916） = 3.54, 
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